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◎
平
成
二
十
九
年
度
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
大
会
・
総
会

○
平
成
二
十
九
年
十
二
月
九
日
（
土
）
於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
論
文
構
想
発
表
会	

（
学
部
３
年
生
）

◇
修
士
論
文
構
想
発
表
会	

新
妻　

千
紘

◇
研
究
発
表

①
稲
垣
足
穂
『
一
千
一
秒
物
語
』
に
お
け
る
〈
月
〉
の
表
象

香
取　

千
尋
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

②
『
古
事
記
』
の
他
者
観 

 
 
 
 
 
 
 
 

関
根　

睦
実
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

③�

ブ
ラ
ン
シ
ョ
に
お
け
る
〈
文
学
〉
の
存
在
論

　
　

―
バ
ル
ト
論
へ
の
補
助
線
と
し
て

戸
田
遼
太
郎
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
英
語
教
育
と
国
語
教
育
の
間
」

　
　

〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
〉

　
　
　

武
田
ち
あ
き

　
　
　

（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
専
修
英
語
分
野
）

　
　
　

及
川　
　

賢

（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
専
修
英
語
分
野
）

　
　
　

戸
田　
　

功

（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
専
修
国
語
分
野
）

　
　
　

司
会
：
山
本　
　

良

（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
専
修
国
語
分
野
）

◇
総
会

◎
平
成
二
十
九
年
度
例
会

○
平
成
二
十
九
年
二
月
三
日
（
土
）
於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
研
究
発
表

①
青
春
小
説
の
変
遷
に
つ
い
て	

尾
崎　

裕
子

②�

日
本
演
劇
に
関
す
る
通
時
的
研
究

　
　

―
加
藤
周
一
の
日
本
文
化
論
を
中
心
に

	

松
山　

里
奈  

【
彙
報
】　

（
平
成
二
十
九
年
四
月
～
平
成
三
十
年
三
月
）

③
頼
山
陽
の
政
治
観

	

鈴
木　

孝
典

④�

交
流
を
重
視
し
た
対
話
的
学
習
の
研
究

　
　

―
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
書
く
能
力
の
育
成

	

関
口　

綾
馬

◇
研
究
発
表
（
修
士
論
文
発
表
）

①
稲
垣
足
穂
『
一
千
一
秒
物
語
』
に
お
け
る
〈
月
〉
の
表
象 

	

香
取　

千
尋

②
『
古
事
記
』
の
他
者
観
」		



関
根　

睦
実

③�

存
在
の
引
き
受
け

　
　

―
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」

	

戸
田
遼
太
郎

◇
研
究
奨
励
賞
授
賞
式

◇
講
演
会

　
　

「
国
語
教
師
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」

　
　
　

手
島
伸
行
先
生（
元
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
校
教
諭
）

◎
平
成
二
十
九
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目

〇
修
士
論
文
題
目

　

稲
垣
足
穂
『
一
千
一
秒
物
語
』
に
お
け
る
〈
月
〉
の
表
象

	

香
取　

千
尋

　

『
古
事
記
』
の
他
者
観
」	

関
根　

睦
実

　

�

存
在
の
引
き
受
け

　
　

―
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」

	

戸
田
遼
太
郎

　

〇
卒
業
論
文
題
目

『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
「
は
か
な
し
」
観

	
辻　
　

拓
真

三
島
由
紀
夫
『
仮
面
の
告
白
』
に
つ
い
て

作
品
の
構
造
と
性
の
倒
錯

	

日
吉
優
理
子

「
探
究
」
と
中
等
教
育
段
階
の
国
語
科
と
の
関
連
に
関

す
る
基
礎
研
究

	

濱
野
天
司
郎

日
本
語
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

	

清
水　

涼
太

『
火
の
鳥
』
論	

	

中
村　

祐
基

若
年
層
女
性
に
お
け
る
「
か
わ
い
い
」
の
意
味
に
関
す

る
一
考
察

	

木
下
真
依
子

青
春
小
説
の
変
遷
に
つ
い
て

	

尾
崎　

裕
子

『
古
事
記
』
に
お
け
る
葦
原
中
国
観

	

池
本　

慶
太

対
話
的
な
小
学
校
国
語
科
学
習
指
導
の
研
究

　

―
「
読
む
こ
と
」
領
域
を
中
心
に
―

	

佐
藤　

直
美

太
宰
治
考	

	

星
野　

瑞
紀

日
本
演
劇
に
関
す
る
通
時
的
研
究

　

―
加
藤
周
一
の
日
本
文
化
論
を
中
心
に
―

	

松
山　

理
奈

人
間
関
係
を
育
む
国
語
科
学
習
指
導
の
研
究

　

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
―

	

新
井　

美
貴

女
性
に
よ
る
自
称
詞
「
ぼ
く
」
の
役
割
語
的
性
質
に
つ
い
て

	

石
川　

竜
也

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
に
お
け
る
自
我
の
喪
失

	

鶴
賀　

久
富
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編

集

後

記

　

埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
第
22
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
も
、
哲
学
、
文
学
、
言
語
学
、
教
育
学
を
ま
た

い
で
幅
広
い
論
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
研
究
に
お
い
て
共
通
す
る
こ
と
は
、
明
晰

さ
を
追
求
す
る
こ
と
で
す
が
、
「
明
晰
さ
」
は
ド
イ
ツ

語
で
は
「
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ツ
」
と
言
う
そ
う
で
す
。
昨
今
、

無
自
覚
に
「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
を
振
り
か
ざ
す
風
潮
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
よ
そ
研
究
的
精
神
と
は
縁

の
な
い
も
の
で
す
。

　

我
々
と
し
て
は
、
さ
さ
や
か
で
あ
っ
て
も
地
に
足

を
つ
け
て
本
来
の
「
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ツ
」
を
追
求
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

中
学
校
に
お
け
る
国
語
科
学
習
指
導
の
研
究

　

―
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
力
の
育
成
―三

沢　

采
子

今
昔
物
語
集
の
仏
教
観　
　

渡
辺　

秀
憲

色
好
み
の
文
学
史

　

―
『
平
中
物
語
』
に
お
け
る
色
好
み
観
―直

江　

沙
季

「
チ
ー
ム
学
校
」
に
お
け
る
教
職
の
専
門
性

武
山　

拓
未

頼
山
陽
の
政
治
観　
　

鈴
木　

孝
典

百
人
一
首
の
撰
歌
意
図　
　
　

齋
藤　
　

彩

交
流
を
重
視
し
た
対
話
的
学
習
の
研
究

　

―
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
書
く
能
力
の
育
成
―

関
口　

綾
馬

谷
川
俊
太
郎
の
初
期
詩
篇
の
独
自
性
に
関
す
る
一
考
察

和
田
真
由
子

「
ら
抜
き
言
葉
」
に
対
す
る
大
学
生
の
意
識
調
査

　

―
母
語
話
者
と
日
本
語
学
習
者
を
比
較
し
て
―

河
野　

結
美

実
生
活
に
生
き
て
働
く
学
力
の
育
成

　

―
伝
え
合
う
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
―

田
中　

裕
人

〝
全
然
〟
に
関
す
る
規
範
意
識
と
使
用
実
態
に
つ
い
て

小
島　

有
毅

江
戸
川
乱
歩
研
究

堀　
　

篤
史

こ
と
ば
の
し
く
み
や
は
た
ら
き
へ
の
関
心
を
高
め
る
文

法
指
導
研
究

広
瀬　

桃
菜

「
小
説
の
筋
」
論
争
と
晩
年
の
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て

渡
辺
飛
沙
也

学
習
意
欲
を
高
め
る
国
語
科
学
習
指
導
の
研
究

小
林
紗
央
里

高
等
学
校
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
指
導
研
究

　

～
『
羅
生
門
』
を
中
心
に
～

富
田　

啓
介

新
語
の
発
生
・
衰
退
と
そ
の
語
構
成

朝
日　

亮
太

古
典
教
育
の
系
統
的
指
導
に
つ
い
て
の
研
究

　

―
「
枕
草
子
」
を
中
心
に
―

西
澤　

優
衣

読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
実
践
的
研
究

田
中　

義
輝

大
学
生
に
お
け
る
あ
い
さ
つ
言
葉

白
石　

将
也

松
浦
理
英
子
『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
』武

田　

紗
希

清
少
納
言
『
枕
草
紙
』
考

　

―
語
り
手
の
自
我
意
識
と
い
う
観
点
か
ら
―

柳　
　

佳
里

人
称
詞
の
使
用
実
態　
　

笹
木　

規
秀

二
分
化
さ
れ
る
時
間
ル
ー
プ
物
語
と
そ
の
時
間
感
覚

大
野　

皓
平

現
代
日
本
に
お
け
る
演
劇
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
的
特

徴
に
つ
い
て
―
２
．
５
次
元
舞
台
を
中
心
に
―麻

生　
　

優

「
森
見
登
美
彦
」
研
究
―
森
見
登
美
彦
の
作
品
世
界

唐
澤　

岳
海

◎
第
十
九
回
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文

「
青
春
小
説
の
変
遷
に
つ
い
て
」

尾
崎　

裕
子

「
日
本
演
劇
に
関
す
る
通
時
的
研
究

　

―
加
藤
周
一
の
日
本
文
化
論
を
中
心
に
」松

山　

理
奈

「
頼
山
陽
の
政
治
観
」　

鈴
木　

孝
典

「
交
流
を
重
視
し
た
対
話
的
学
習
の
研
究

　

―
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
書
く
能
力
の
育
成
」

関
口　

綾
馬

「
〝
全
然
〟
に
関
す
る
規
範
意
識
と
使
用
実
態
に
つ
い
て
」

小
島　

有
毅

「
こ
と
ば
の
し
く
み
や
は
た
ら
き
へ
の
関
心
を
高
め
る

文
法
指
導
研
究
」

広
瀬　

桃
菜

「
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
考
―
語
り
手
の
自
我
意
識
と

い
う
視
点
か
ら
」

柳　
　

佳
里
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